
童謡のピアノ伴奏についての一考察

～原曲の特徴を損なわずに簡易化する方策を探る～

A Study  on  Piano  Accompaniment  of  Children’s  Songs
Exploring  measures to  simplify  without  impairing  the  goodness  of  original  music

　本学をピアノ初心者として入学した者が卒業して保育教育現場に就職しピアノの演奏に苦労していた
り、保育者が歌唱教材を選定する際ピアノ演奏技術が足りなくて二の足を踏んでしまったりすることがあ
ると聞き、童謡の伴奏を如何にして簡易化するかその方策を探ろうと考えた。本学ではバイエル終了程度
の技術で演奏でき、しかも曲の持つ美しいニュアンスが失われないような童謡の簡易伴奏化に 42 年前よ
り取り組んできており、その実践内容を詳しく調べ、自ら簡易伴奏の編曲に取り組むことにより、簡易伴
奏化の手立てをある程度纏めることが出来た。

Key words:　 童謡　弾き歌い　簡易伴奏　編曲

１．はじめに

　保育者が子どもに歌唱指導する場合、ピアノな
どの鍵盤楽器を使って演奏する力と歌を歌う力、
そして歌を指導する力が求められる。出来うるな
らば子どもがわくわくして歌いたくなるような魅
力あるピアノの演奏や、子どものイメージが膨ら
むような歌唱表現が出来るに越したことはない。
しかし、ピアノ演奏だけに焦点を当てても本学の
全ての学生、卒業生が前述のような演奏力を身に
つけているかというとなかなかそうはいかない現
状がある。もちろん、安心して世に送り出せるだ
けの力をつけている学生も多数いるが、入学する
時点でピアノの経験が無い、または少しの経験し
かない学生にとって１年間の必修の授業だけでは
保育の資格を取得する最低限のピアノ演奏力（バ
イエル教則本終了程度）を身につけるのがやっと
である事が多い。
　また、実際の歌唱指導の場面では、自分一人で
自宅や練習室で練習する場合と違い、次に挙げる
ような様々な要因によりピアノ演奏も困難の度合
が増す。例えば、

・  子どもの歌唱に耳を傾ける必要があるのでピアノ
の演奏だけに集中していられない。

・  子どもの歌唱活動を妨げないよう少々間違えてで
も最後まで止まらずに演奏することが求められ
る。

・  子どもの顔を見ながら指導することが望まれるの
で楽譜や鍵盤ばかりを見ていられない。

・  子ども達の歌唱がうまくいくようピアノを弾きな
がらタイミング良く指導の言葉がけをしなければ
ならない。

などである。
　一方童謡の楽譜を見てみると、芸術性の高い童
謡はピアノパートにも作曲家が力を入れて作って
おり演奏するのが難しいものが多い。中には、子
どもに歌わせることを目的にピアノパートもシン
プルに易しく作曲しているものもあるが、それで
もバイエル終了程度の演奏力の者にとってはやは
り荷が重い。また最近の童謡は特にリズムや和音
が複雑で細かな音符が多く楽譜を読むのも演奏す
るのも難しいものが多い。
　保育現場の保育者の声を聞いても前述の学生の
例に違わず保育者の多くがピアノについては晩学
であり、せっかく心躍る良い曲を見つけたとして

＊　四條畷学園短期大学　保育学科
＊＊四條畷学園短期大学　保育学科

Kotaro  Senda    Makiko  Mori

千 田   耕 太 郎＊　　森   麻 希 子＊＊

研究報告

－ 45 －



もピアノ伴奏の困難さから教材として取り上げる
のに二の足を踏んでしまうことも多いと聞く。
そしてそのような場合、それを乗り越えるための
手立てとして次のようなことが考えられる。
・  ［方策 A］とにかく時間をかけて練習し、弾ける

ようにする。
　これが出来るならばこれに越したことはないの
だが、自分の実力をはるかに超える難しい曲の場
合うまくいかないこともある。また、保育者はと
ても忙しく練習に充分な時間を割けないことも考
えられる。
・   ［方策 B］簡単な伴奏の楽譜を探す。
　自分の演奏力に見合った伴奏の楽譜に巡り合う
ことが出来ればよいのだが、簡易化してあっても
バイエル終了程度の実力では手に負えないものも
多い。
・  ［方策 C］“コード”に頼り元の音形を無視して定

型のパターン化された音形の伴奏に変えて弾く。
　ある程度のコードの知識を得ていくつかのパ
ターンの伴奏型を覚えさえすれば確かに簡単に弾
くことが出来る。しかしこれではどの曲も同じよ
うな雰囲気の曲になってしまい作曲家がイメージ
を描いて厳選した音や音形を全く無視してしまう
ことになりかねない。
・  ［方策 D］自分で伴奏を簡易化する。
　自分で伴奏を簡易化することが出来れば自分の
実力に合った演奏ができ、子どもの歌唱により多
くの注意を傾けることが出来る。また、曲の特徴
を生かして簡易化できれば、コードによるパター
ン化した伴奏よりも曲のもつ雰囲気や良さをより
一層子どもに伝えることが出来る。
　本学音楽研究室では東保元教授が「バイエル終
了程度の技術で伴奏が出来ること、しかも曲の持
つ美しいニュアンスが失われないこと」１）を念頭
に 42 年前より童謡に簡単な伴奏をつける取り組み
を行い３冊の楽譜集に纏めてきた。２）

　本研究では、本学の簡易伴奏付けの取り組みを
参考にどのような方法で伴奏を簡易化しているの
かを分析し新しい童謡の簡易伴奏づけを試みるこ
とによりその方策を纏めた。

２．本学の童謡の簡易伴奏付け

　本学の簡易伴奏付けの取り組みは次のような方
針で行われている。

・  歌の旋律は常に右手にあること。
・  左手の伴奏は可能な限り簡素にし、その跳躍は１

オクターブ以内に留める。
　止むを得ないときは、指使いを指示する。
・  オルガン伴奏の場合を考慮して、３和音の常時使

用を避け（メロディーが聞こえにくい）できれば、
二重音までとする。

・  難易度は、バイエル終了程度とする。
・  原則として、拍子を明確にするために符桁を１拍

単位でむすんでいる。３）

　では次に原曲と簡易化された楽譜を比較分析す
ることでどのような方法で伴奏を簡易化している
のかを探っていく。なお、本稿では音名をドイツ
音名［C,D,E…］で表した。

２－１．「とんぼのめがね」額賀　誠志作詞
　　　　　　　　　　　　  平井康三郎作曲

［譜例１］　原曲
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［譜例２］　簡易伴奏

　原曲［譜例１］を見ると前奏右手は３音の和音
の連続となっているが、バイエル終了程度の演奏
技術では綺麗に響かせるのが難しいのでシンプル
に一番上の音のみ抽出し単音のメロディーにする
ことで簡易化している。
　この曲の左手パートは単音で作曲されており、
前奏３～４小節にオクターヴの跳躍が続く以外は
左手ポジションの移動や指を潜らせたり跨いだり
することがさほどなく、バイエル終了程度の技術
の者でもそのまま演奏することが出来る。
　このような曲の場合はあまりいじらずに歌の旋
律を右手で弾き、それに左手パートをそのまま組
み合わせることで簡易化を図っている。［譜例２］

２－２．「ぞうさん」まど・みちお作詞
　　　　　　　　　  團　　伊玖磨作曲

［譜例３］　原曲

［譜例４］　簡易伴奏

　この曲も歌の旋律と左手パートを組み合わせる
ことで簡易化を図っているが、それに加えて次の
ような簡易化のための工夫が見てとれる。
　前奏の右手パートは原曲［譜例３］の旋律をそ
のまま使用しているが難度が高いので、左手パー
ト３小節目の二分音符と四分音符の重音を付点二
分音符にまとめ、４小節目の重音の上の音を省き
単音にすることで左手の単純化を図り右手に集中
できるような工夫がなされている。［譜例４］
　歌の後半（９～ 12 小節）は右手パートの重音を
単音の歌の旋律とし、左手のオクターヴの跳躍を
なくすことで手のポジション移動を少なくし簡易
化を図っている。
　最終小節は右手の重音［A,F］の下の音［A］を
左手で弾く［F,A］ことにより簡易化を図っている。
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２－３．「ぺんぎんちゃん」まど・みちお作詞
　　　　　　　　　　　　 中田　喜直　作曲

［譜例５］　原曲

［譜例６］　簡易伴奏

　中田喜直の童謡はこの曲［譜例５］も含めてそ
うであるが、歌の旋律の音が含まれた右手パート
と単音や単純な分散和音が中心の左手パートで構
成されていることが多く、シンプルに歌の良さを
生かしてやさしい伴奏で作曲されているように感
じる。
　しかしそれでもバイエル終了程度の演奏技術の
者にとっては曲の難度が高くさらなる簡易化の工
夫が求められる。
　この曲［譜例６］では右手パートの重音、和音
は全て一番上の音のみ拾い上げた単旋律としてい
る。左手パートは基本的に原曲通りだが次に述べ
る部分についてはより一層の簡易化のための工夫
がなされている。
　７～８小節の「そらからぼうしがおちてきた」
の部分は原曲では２オクターヴのユニゾンで旋律
の強調を狙っているが、両手が同時にポジション
移動するのは難しいので左手に二分音符と四分音
符の単純な旋律をあてている。
　９小節目と 10 小節目は原曲では１オクタ－ヴ以
上の音域のフレーズでかなり手を広げる必要があ
るので、５度音程のフレーズにして手を広げなく
ても弾けるような工夫がなされている。
　11 小節は３拍目と４拍目の音を休符にすること
で右手のやや難しいフレーズに集中できるように
している。
　12 小節は、３拍目の［G］音を１オクターヴ下
げることで手を広げなくても弾けるようにしてい
る。

３．実際の簡易伴奏付けから方策を探る

　では次に、実際の童謡の伴奏を簡易化すること
でその方策を探っていく。
　曲は、NHK“おかあさんといっしょ”の人気コー
ナー“パジャマでおじゃま”のテーマ曲、「パジャ
マでおじゃま」を取り上げた。この曲はリズミカ
ルで楽しく長年愛されており保育所の午睡の時間
などに使いやすい曲である。原曲［譜例７］はソ
ナチネ程度の演奏力に合わせて書かれておりいろ
いろな伴奏形を使い、スラー、スタッカートやフォ
ルテ、ピアノなど色彩豊かに書かれている。これ
をバイエル終了程度の演奏力でも弾けるように伴
奏付けすることで、簡易化の方策として見えてく
るものが多いのではないだろうか。［譜例８］
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２－３．「ぺんぎんちゃん」まど・みちお作詞
　　　　　　　　　　　　 中田　喜直　作曲

［譜例５］　原曲

［譜例６］　簡易伴奏

　中田喜直の童謡はこの曲［譜例５］も含めてそ
うであるが、歌の旋律の音が含まれた右手パート
と単音や単純な分散和音が中心の左手パートで構
成されていることが多く、シンプルに歌の良さを
生かしてやさしい伴奏で作曲されているように感
じる。
　しかしそれでもバイエル終了程度の演奏技術の
者にとっては曲の難度が高くさらなる簡易化の工
夫が求められる。
　この曲［譜例６］では右手パートの重音、和音
は全て一番上の音のみ拾い上げた単旋律としてい
る。左手パートは基本的に原曲通りだが次に述べ
る部分についてはより一層の簡易化のための工夫
がなされている。
　７～８小節の「そらからぼうしがおちてきた」
の部分は原曲では２オクターヴのユニゾンで旋律
の強調を狙っているが、両手が同時にポジション
移動するのは難しいので左手に二分音符と四分音
符の単純な旋律をあてている。
　９小節目と 10 小節目は原曲では１オクタ－ヴ以
上の音域のフレーズでかなり手を広げる必要があ
るので、５度音程のフレーズにして手を広げなく
ても弾けるような工夫がなされている。
　11 小節は３拍目と４拍目の音を休符にすること
で右手のやや難しいフレーズに集中できるように
している。
　12 小節は、３拍目の［G］音を１オクターヴ下
げることで手を広げなくても弾けるようにしてい
る。

３．実際の簡易伴奏付けから方策を探る

　では次に、実際の童謡の伴奏を簡易化すること
でその方策を探っていく。
　曲は、NHK“おかあさんといっしょ”の人気コー
ナー“パジャマでおじゃま”のテーマ曲、「パジャ
マでおじゃま」を取り上げた。この曲はリズミカ
ルで楽しく長年愛されており保育所の午睡の時間
などに使いやすい曲である。原曲［譜例７］はソ
ナチネ程度の演奏力に合わせて書かれておりいろ
いろな伴奏形を使い、スラー、スタッカートやフォ
ルテ、ピアノなど色彩豊かに書かれている。これ
をバイエル終了程度の演奏力でも弾けるように伴
奏付けすることで、簡易化の方策として見えてく
るものが多いのではないだろうか。［譜例８］
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「パジャマでおじゃま」榎木富士夫作詞
　　　　　　　　　　 若月　明人作曲

［譜例７］　原曲

［譜例８］　簡易伴奏

曲全体を通して、
・  右手は歌の旋律を演奏する。
　原曲では弾んだ軽やかな雰囲気を出すために右
手旋律を歌の実音より１オクターヴ上げて書いて
いるが、子どもの歌いやすさを優先し歌と同じ音
高にしている。
・  左手は基本的に単音で演奏する。
・  和音を使う必要がある時は音を選んで単純化し片

手につき２音まで、出来れば両手で３音に留める。
　原曲では和音や分散和音を多用し和音の響きを
味わえるようにしているが、その和音の構成音か
ら和音を特徴づける音を厳選して選び、省ける音
は省くようにする。

　それでは、各部分を詳しく見ていこう。
　前奏部分は、第１小節１拍目が Dm ７のコード、
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第２小節３拍目から G ７のコードとなっている。
第１小節１拍目の Dm ７の構成音は［D,F,A,C］だ
が、右手旋律に［A］と［C］が出てくるので左手
の和音から［A］と［C］を省き左手は［D,F］と
している。
　第２小節３拍目の G ７の構成音は［D,F,G,H］だ
が、右手に［G］音が出てくるので左手から［G］
音を省き、次に［D,F,H］の中から実際に弾いてみ
て響きの良い［F,H］を選択した。
　原曲２段目の左手は分散和音となっているが、
２拍目４拍目の高い方の音を省き単音にすること
で簡易化を図った。
　原曲３段目の前半は、浮き出して聞こえてくる

［Cis］→［D］の音を重視し他は省いた。
　３段目後半は D のコードを構成する［D,Fis,A］
より［D,Fis］の２音を選んだ。
　原曲４段目の２小節目から続く８小節は、歌の
リズミカルな雰囲気とは対称に左手が持つ Legato
な雰囲気を重視し、E ７→ Am → G ７→ C、C ７
→F→C７→Fのコード進行の中から浮かび上がっ
てくる［Gis → A → H → C］、［B → A → G → F］
の音の流れを全音符で表した。
　原曲の次の段は D ♭のコードと F のコードの構
成音［Des,F,As］、［C,F,A］よりそれぞれ下の２音
を選んだ。
　ダル・セーニョの前、８分音符のオクターヴの
演奏は難度が高いので上の音を省き四分音符の旋
律とした。
　Coda は左手を単音、右手を単音または２音まで
の重音とすることで簡易化を図った。

　その他、簡易伴奏化に取り組んだ楽譜を例とし
て何曲か示す。
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４．おわりに

　本学の簡易伴奏化の取り組みを詳しく調べ、実
際に簡易伴奏化に取り組むことによって、次のよ
うな童謡の伴奏を簡易化する際の手立てが見えて
きた。
・  簡易化はバイエル終了程度の演奏力を対象とす

る。
・  歌の旋律は必ず弾く。
・  右手の難度が高い部分は、極力左手を単純化する。
・  左手の伴奏は可能な限り跳躍を１オクターヴ以内

に留める。
・  右手と左手が同時にポジション移動することを極

力避ける。
・  同じように指が潜ったり跨いだりすることも左右

同時に起きることを避ける。

・  和音は右手、左手合わせて３音ないし４音に留め
る。

・  和音の進行から印象的な音の流れを読み取って単
音を抽出し左手旋律とする。

　このような方策を理解して難しい伴奏に応用し
簡易化することが出来れば本来の目的である歌唱
指導により力を注ぐことが出来るようになるので
はないだろうか。
　ただ、もちろん全ての楽譜を安易に簡易化する
のではなく、自分の演奏力向上のために努力をす
ることが前提であり、本研究の手立てが自分の演
奏力ではどうしても演奏出来ない時の対応策であ
ることを申し添えておく。
　本研究がピアノ演奏に困っている保育者の一助
となることを願っている。

【註】
１）  東　保編著（1981）やさしい伴奏によるこどものう

た（１）全音楽譜出版社まえがきより
２）  東　保編著（1981）やさしい伴奏によるこどものう

た（１）全音楽譜出版社
東　保著（1982）やさしくひける幼児のうたチャイ
ルド本社
 東　保編著（1985）やさしい伴奏によるこどものう
た（２）全音楽譜出版社

３）  東　保著（1982）やさしくひける幼児のうたチャイ
ルド本社 pp314-315
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